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2026各地の平和マラソン一覧

新日本スポーツ連盟
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第��回平和大好きランニング＆ウォーク
第��回反核平和マラソン
市川市内の戦跡巡りウォーク＆ラン
第��回東京反核平和マラソン
反核平和マラソン
第��回反核平和マラソン
第��回反核平和マラソン
反核平和マラソン
第��回平和大好きマラソン
第��回あいち反核・平和マラソン＆ジョギング
第��回高蔵寺弾薬庫一周平和マラソン
第��回反核平和マラソン＆ウォーキング
反核平和マラソン滋賀
滋賀平和のつどい
反核平和マラソン
第��回関西網の目反核平和マラソン
反核平和マラソン
第��回８.６平和マラソン・ウォーキング大会
第��回にこにこペースの平和マラソン
　　　第��回広島～長崎反核平和マラソン

　反核平和マラソンやスポーツイベント
で平和をアピールする取り組み、「スポー
ツと人権・平和」をテーマとした学習会な
どを行い、こうした活動を「スポーツ・人
権・平和アクション」として広く実践して
いきましょう。
　各地の反核平和マラソン、平和○○大
会、スキーゲレンデでの平和アピール滑走
などの写真や動画を、ぜひ新スポ連全国事
務局まで送ってください。
　　　送り先 ➡  peace@njsf.net
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東京都　都立大井ふ頭中央海浜公園陸上競技場
東京都　東京アクアティクスセンター
三重県　安濃球場・ヤマギシ豊里球場・津球場
岐阜県　岐阜メモリアルセンター 長良川テニスプラザ
青森県　カクヒログループスーパーアリーナ
愛知県　スカイホール豊田
三重県　伊勢フットボールヴィレッジ　
大阪府　Ｊグリーン堺
宮城県　宮城スタジアム・補助競技場（キューアンドエースタジアム）

静岡県　浜松アリーナ
大阪府　大阪府立臨海スポーツセンター
静岡県　小笠山総合運動公園エコパアリーナ
静岡県　磐田市総合体育館
静岡県　富士宮市 富士山スタジアム・山宮ふじざくら競技場・
静岡県　清水・三保松原と静岡の街歩き
長野県　東御市 湯の丸スキー場
三重県　白山ヴィレッジゴルフコース
静岡県　未定
三重県　津市芸濃総合文化センター内アリーナ
静岡県　静岡市中央体育館
愛知県　愛知 労働会館第１～３会議室

・
　　　　外神スポーツ広場

東海ブロック主管
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スポーツができる喜び　いつまでも

第 36 回全国スポーツ祭典 開催一覧

※日程を変更する場合も
　あります

　第36回のスローガン「スポーツができる
喜び　いつまでも」に決まりました。
　三重、岐阜、愛知、静岡の東海ブロックの
皆さん、全国種目の関係者の皆さんに祭典
の成功に向けてご協力、ご支援をお願いし
ます。
　開催県は９県　種目は新たに「健康マー
ジャン」が加わり17種目になります。祭典
グッズオリジナルタオルもできました。祭
典の記念品、大会景品等に活用してくださ
い。
　近年、世界各地で紛争が絶えまなく続い
ています。全世界でスポーツが普通に行う
事が出来るように願うばかりです。スロー
ガンの「スポーツができる喜び」が溢れる
素晴らし祭典になるよう目指して参加選
手、大会役員ともに力を尽くしましょう。

第36回全国スポーツ祭典実行委員会
委員長　愛知県連盟　大塚晃司



健康マージャン
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スポーツが
できる喜び
いつまでも

全国スポ祭で初開催

　健康マージャンは、マナー重視で脳の
マッサージです。「飲まない、吸わない、
賭けない」を条件にして、全国に広がって
います。
　ねんりんぴっく（ 厚生労働省主催） 、国
民文化祭（ 文化庁主催） では正式種目と
して採用され、毎年大会を開催していま
す。
　知り合いを誘って楽しいひとときを過
ごしましょう。

負けても楽しい

新スポ連 愛知では定期的に
健康マージャンのイベントを
開催し、参加者から好評を
得ています。

※写真は
　イメージです



-4-

代を経験しています。
　ところが、今はまったく違います。
　昭和の感覚で見れば、「顎をつかんだ」

「胸元を押した」程度なら問題ないと思う
人もいるかもしれません。しかし現代で
は、それも不適切な指導と判断される可
能性があります。
　ここで大切なのは、自分がどう思うかで
はなく、「社会がどう受け止めるか」です。
　私自身、報道の現場で長年仕事をして
きましたが、こうした問題が起きたとき、
メディアの目は非常に厳しくなります。
さらに現在はSNSがあります。選手や保
護者が感じた違和感は、瞬時に社会へ発
信されます。かつてのように組織の中だ
けで処理できる時代ではありません。

　ハラスメントとは、単に厳しい言葉を
使うことではありません。優越的な立場
を利用して、必要かつ相当な範囲を超え
た言動によって相手に精神的・身体的苦
痛を与えることです。体罰、暴言、人格否
定、無視、脅迫的な言葉、過大な要求など
が該当します。
　一方で、「厳しい指導はすべてハラスメ
ントだ」という考え方も誤りです。競技力
向上のために必要な指導や注意、叱責は当
然あります。重要なのは、その指導が競技
力向上という目的に照らして適切かどう
かです。感情的に怒鳴ることや相手を傷つ
けることが目的になってしまえば、それは
指導ではなくハラスメントになります。

　また、近年は人権や多様性に対する考
え方も大きく変わっています。女性の社
会進出やジェンダー平等、性的マイノリ
ティへの理解が進む中で、これまで当た
り前だと思われていた言葉や態度が差別
と受け取られることもあります。
　例えば、「女性なのに管理職で偉いね」

「外国にルーツがあるのに日本語が上手で
すね」といった発言です。悪意はなくても、
相手を傷つけることがあります。こうし
た無意識の偏見は「マイクロアグレッシ
ョン」と呼ばれ、今では人権の観点から問
題視されています。
　スポーツ界も例外ではありません。指
導者だけでなく、選手、保護者、役員、フ
ァンを含めたすべての関係者が、多様性
を尊重する意識を持つことが求められて
います。
　コンプライアンスというと窮屈に感じ
るかもしれません。しかし、それはスポー
ツを縛るためのものではありません。ス
ポーツの価値を守り、選手や関係者を守
り、社会からの信頼を守るための取り組
みです。
　社会は常に変化しています。昭和には
許容されていたことが、令和では許され
ないことも少なくありません。だからこ
そ私たちは学び続け、認識をアップデー
トし続ける必要があります。そして問題
が起きたときには隠さず、ごまかさず、誠
実に向き合うことが重要です。
　その積み重ねこそが、スポーツ文化の
価値を高め、次の世代へと引き継いでい
くことにつながるのです。
　

　今年２月に、コンプライアンスコンサ
ルタントの山本一宗さんを迎えて、オン
ラインによる「コンプライアンス研修会」
が行われました。令和のスポーツ競技団
体のあり方と倫理観をベースとしながら

「スポーツコンプライアンスの基礎知識」
をわかりやすく解説してもらいました。
今回、山本さんの発言要旨を紹介します。

※期間限定で「コンプライアンス研修会」
を動画視聴できます。左のＱＲコードか
ら（2026年8月4日まで）

　コンプライアンスというと、「やっては
いけないことを学ぶ」「法律を守ること」
といった堅苦しいイメージを持たれる方
も多いと思います。しかし私は、それ以前
にまずスポーツそのものの価値を改めて
考えることが大切だと思っています。
　スポーツは単なる娯楽や趣味ではあり
ません。2011年に制定されたスポーツ基
本法では、スポーツは人々の心身の健全
な発達や人格形成に大きな影響を与える
ものであり、文化としての価値を持つも
のだと位置づけられています。一方で、体
育は身体能力や知識を身につけるための

「指導」の概念です。この二つが混同され
ることで、スポーツ現場ではさまざまな
問題が起こりやすくなります。
　スポーツの目的は、人を育て、豊かな人

生を支えることです。その価値を守るた
めに必要なのがコンプライアンスです。
　最近は「インテグリティ」「ガバナンス」

「コンプライアンス」という三つの言葉が
よく使われます。インテグリティとはス
ポーツの価値を損なう要因を取り除き、
高潔性を保つことです。ガバナンスとは
組織として適切な仕組みを整えること。
そしてコンプライアンスとは、法令やル
ール、社会規範を理解し、実践することで
す。この三つがそろって初めて、スポーツ
の健全な発展が可能になります。
　スポーツ団体は社会の一員です。社会
からは「ルールを守る存在」として見られ
ています。競技のルールを守るだけでな
く、人としてのルールも守って当然だと
期待されています。そのため、不祥事が起
これば競技や団体だけでなく、スポーツ
全体の信頼を失うことになります。

　コンプライアンス違反にはさまざまな
ものがあります。金銭の不正流用や補助
金の目的外使用、暴力・暴言、ハラスメン
ト、差別、ドーピング、違法薬物、SNSで
の不適切な発信、飲酒運転などです。特に
お金に関する問題は、「スポーツのためだ
から少しくらい構わない」という誤った
正当化や、チェック機能の欠如によって
起こりやすく、場合によっては横領や背
任といった刑事責任に発展することもあ
ります。
　しかし、スポーツ界で最も身近な課題
は、やはり指導現場におけるハラスメン
トではないでしょうか。
　私は昭和の時代にスポーツに関わって
きました。正直に言えば、当時は体罰が珍
しくありませんでした。厳しい指導こそ
が強い選手を育てる、勝つためには多少
の暴力も仕方がないという考え方が広く
存在していました。私自身もそうした時

なぜコンプライアンスが必要なの？

コンプライアンスは
「スポーツ文化」を支える土台

「スポーツのためだから」
は通用しない
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「厳しい指導＝パワハラ」
ではない

多様性を尊重する時代へ



「スポーツのひろば」9月号発行

第2回全国理事会
「スポーツのひろば」10月号発行

全国スポーツ祭典陸上競技大会
全国スポーツ祭典バドミントン大会
全国スポーツ祭典 第3回沖縄空手型試合大会

「スポーツのひろば」11月号発行

全国スポーツ祭典6人制男女バレーボール大会
全国スポーツ祭典　第40回東京年齢別水泳大会
全国スポーツ祭典テニス大会
全国スポーツ祭典ソフトボール大会

2 日
3 日
6 日
6－8 日
8 日
9 日
9 日
22－23 日
23 日
29 日
1 日
5 日
13 日
23 日
26 日
27 日
2 日
8 日
10－11 日
17 日
17－18 日
30－1 日

8 月

9 月

10 月

福岡 第3回ボッチャ体験交流会

広島 平和マラソン・ウォーキング大会
第42回広島・長崎反核平和マラソン 
全国バドミントン大会団体戦
あいち反核・平和マラソン＆ジョギング
滋賀反核平和マラソン
全国スキー協サマーセミナー
滋賀 へいわのつどい

第3回沖縄ペアマッチ卓球大会
三重反核平和マラソン＆ウォーキング

　　　　　　京都平和マラソン

岩手県スポーツ交流会（グラウンドゴルフ）

全国会議・事業 都道府県連盟・全国種目組織
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事務局紹介

　昨年4月から全国連盟で
会計のアルバイトとして週
2日勤務しています。
　数字とにらめっこしなが
らも、お陰様で少しずつ仕
事の流れがつかめるようになって参りました。
40歳で始めた剣道はコロナ禍を機にお休みし
ていますが、現在はシニアチアダンスで楽しく
体を動かしています。
　趣味は細かい作業に夢中になれる剪画（黒い
紙をナイフで切り抜き、台紙に貼って完成させ
る絵画）を楽しんだり、フラワーセラピストと
して小学生と花に親しむ時間を過ごしたりする
事です。年齢にとらわれず、興味を持ったこと
は前向きに挑戦しながら、毎日を楽しんでいま
す。どうぞよろしくお願い致します。

大本 郁子さん会計担当

（8月・9月・10月）


